
私たちの事業領域

　当金庫は、金融業務を通じて農林水産業の発展に貢
献する協同組織金融機関として、役割を果たし続ける
ために、ビジネスモデルを柔軟に変化させてきました。
　現在、そしてこれからの時代に向けて、私たちがパー
パスを実現・発揮していくために、担う役割として主軸
に置くのは「食農ビジネス」、「リテールビジネス」、「投資
ビジネス」の3つのビジネス領域であり、これらを支え
ながら、新たな課題にも取り組む「コーポレート」が基盤
にあります。

パーパス（私たちの存在意義）を
実現・発揮していくためのビジネス領域

コーポレート

パーパス
（私たちの存在意義）

投資ビジネスリテールビジネス

食農ビジネス

　食農ビジネスは、JA・JF・JForestグループの事業基盤と当金庫の法人営業基盤を軸に、当金庫が有する金融・非金融機能を
フル活用して、農林水産業者の所得向上に取り組み、持続可能な農林水産業と国内生産基盤の強化を目指すビジネス領域。

食農ビジネス 食と農林水産業のファーストコールバンクへ P.37

持続可能な食と農林水産業システム 食農バリューチェーン

 脱炭素、
生物多様性に資する
ソリューション提供

 サステナブル・
ファイナンスの

提供

クレジット
ビジネスの
企画・実践

サステナビリティに向けた取組み

食農ビジネスの全体像

環境に配慮した持続可能な
農林水産業

農林水産業者の所得向上
バリューチェーン強化を通じた

波及効果

食料安全保障も踏まえた
国内生産基盤強化

資材 生産
(農林水産業者)

加工・流通・外食
(食農関連企業) 輸出・消費

担い手の成長に
向けた取組み

バリューチェーンの
構築・強化に向けた取組み

担い手コンサルティング データ利活用による
ソリューション提供 農林水産業者向け出融資

輸出支援JA営農経済部門の
成長・効率化支援

食農関連企業向け
出融資

リサーチ、
M&Aアドバイザリー

食農法人
営業本部体制

食農
ビジネスの

基盤

　2025年度より、農林水産業および食農関連産業への更なる付加価値提供および金融ソリューションの提供、それぞれのミッ
ションを一層明確にすべく本部内にバリューチェーンユニットとバンキングユニットの２つのユニットを設置しています。
　バリューチェーンユニットは、農業・食料システムの構造変化と資金ニーズの適切な把握を通じた融資・出資等に一層積極的に
取り組みます。また、バンキングユニットは、グローバルインベストメント＆バンキング本部やグループ会社との相乗効果を意識し
た金融ソリューションの提供に、一層積極的に取り組みます。

バリューチェーンユニット バンキングユニット

農林中金総合研究所 アグリビジネス投資育成 JA三井リース

JA・JF・JForest
グループの事業基盤 農林中央金庫の法人営業基盤

農林水産業者 食農関連企業 一般事業法人 海外法人

関連
グループ会社
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　当金庫が価値を生み出す3つのビジネスを展開するために不可欠な基盤となっているのがコーポレートです。事務・IT、リスク管
理、リーガル、財務会計、監査、経営管理という機能を担うなかで、経営環境の変化にもアンテナを張りめぐらせ、これまでにない
価値の創造や企業風土・文化の変革にも挑戦するなど、様々な対応を進めています。
　本統合報告書では、コーポレートの主要な取組みとして、「人材マネジメントの高度化に向けた取組み」 P.59 「デジタルトラン
スフォーメーション（DX）」 P.67 などを紹介しています。

コーポレート 3つのビジネスを支える機能の提供に加え、
新たな課題にも取り組む

　リテールビジネスは、JAバンク・JFマリンバンクの全国機関として主に以下の役割を担うビジネス領域。

JAバンク・JFマリンバンクの一員として
様々な金融機能を提供リテールビジネス P.41

 戦略等の企画・
コンサルティング 経営指導インフラ機能の

提供 その他役割

● �全国のJA・JFなどが利用するデ
ジタルインフラを運営・提供す
る。

● �他金融機関との決済ネットワー
クを提供する。

● �統一的な事務手続やマニュアル
等を策定・提供する。

● �JA・JFの自主性を尊重しつつ、
個々の組織がとるべき経営戦
略の明確化を促し、取組みを後
押しする。

●���「JAバンク基本方針」・「JFマリ
ンバンク基本方針」のもと、一定
の基準に該当した個々のJA・JF
等に対して必要な経営指導や
支援等を行う。

● �法令・制度等への対応として
様々な取りまとめや外部機関・
行政等への報告を行う。

● �災害発生時などの緊急時には
全国のJA・JFを取りまとめ、対
応策を検討し実践する。

● �総合的戦略として、全国レベルで
「JAバンク中期戦略」、「JFマリ
ンバンク中期戦略」を策定する。

● �JAバンク・JFマリンバンクが提
供する様々な商品・サービスを
企画する。

● �組合員・利用者に対して“どのよ
うに商品・サービスを訴求して
いくか”をJAバンク・JFマリンバ
ンク全体で考え、役割分担のう
え実践する。

事務・IT 監査リーガルリスク管理 経営管理財務会計

投資ビジネス JAバンク・JFマリンバンクの運用の
最終的な担い手として安定した収益を追求

P.45

　当金庫の運用経験と、グループ各社が持つ充実し
た商品をもとに顧客の多様なニーズに役立てることを
目指すとともに、景気変動に左右されにくい運用手数
料の獲得に繋げる

資産運用ビジネス

グループ会社５社を中核とした
資産運用ビジネス

　投資ビジネスは、会員から受け入れた資金をもとにした国際分散投資と、グループ会社と連携した資産運用ビジネスを通じて
得た収益を会員に還元し続けていくことを目的としたビジネス領域。

　金利上昇局面、株価下落局面等、各局面のリスクを最小限に抑えつつ、
中長期的に高いリターンを目指し、リスク・リターン特性の異なる幅広い
市場・資産に分散投資し、ポートフォリオ全体のリスクを抑制

国際分散投資

グローバルなネットワークを構築して国際分散投資を実施

Tokyo
New York

London Amsterdam
Beijing

Hong Kong

Singapore

Sydney

債券
（金利リスク）

クレジット
資産

（信用リスク）

株式
（価格変動

リスク）
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